




１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　①有価証券の評価基準及び評価方法

（1）子会社株式及び関連会社株式‥‥‥‥移動平均法による原価法

（2）その他有価証券

　　時価のあるもの‥‥‥‥決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定している）

　　時価のないもの‥‥‥‥移動平均法による原価法

　②デリバティブの評価基準及び評価方法

時価法

　③棚卸資産の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法

　④固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産
　　建物  ‥‥‥‥‥‥‥‥定額法
　  　（建物附属設備含む）

　　建物以外 ‥‥‥‥‥‥‥定率法

（2）無形固定資産
　　ソフトウェア ‥‥‥‥‥定額法

　　　　　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(5年)に基づく定額法を採用している。

　⑤引当金の計上基準

（1）貸倒引当金‥‥‥‥‥‥債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒実績率のほか個
別の債権の実状を考慮して計上している。

（2）賞与引当金‥‥‥‥‥‥従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給
見込額に基づき計上している。

（3）退職給付引当金
　　退職給付引当金‥‥‥‥従業員の退職給付に備えるため､「退職給付に係る会計基準（簡便法）」に

より、期末における退職一時年金及び年金給付債務の額を計上している。

　　役員退職慰労引当金‥‥役員退職慰労金の支出に充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上
している。

　⑥リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の
賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　⑦ヘッジ会計の方法

　　（1）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ会計を適用している。
なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は、振当処理を採用している。

　　（2）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段 ヘッジ対象
為替予約 外貨建売上高、外貨建仕入高

　⑧消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

　⑨会計処理方針の変更

　　（1）貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

当期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第５号）
及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準
適用指針第８号）を適用している。これにより損益に与える影響はない。　
なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は10,758,656千円である。　

２．貸借対照表等に関する注記

　①有形固定資産の減価償却累計額 483,944 千円

　②関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 1,755,867 千円

長期金銭債権 36,383 千円

短期金銭債務 20,189,490 千円

長期金銭債務 1,500,000 千円
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　③期末日満期手形の会計処理については、手形交換日に決済処理する方法によっている。
　　 当期末日は銀行休日であったために、次の期末日満期手形が期末残高に含まれている。

受取手形 1,221,519 千円

支払手形 146,075 千円

３．損益計算書に関する注記

　①関係会社との取引高

売上高 6,510,150 千円

仕入高 58,677,557 千円

営業取引以外の取引高 27,662 千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

　①発行済株式の種類及び総数
普通株式 334,000 株

　②剰余金の配当に関する事項

　　（1）配当支払額
株式の種類 配当金の総額 １株あたり 基準日 効力発生日

(千円) 配当金(円)

普通株式
２１７，１０

０
650.0 平成18年3月31日 平成18年6月23日

　　（2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が当期末後となるもの
決 議 株式の 配当の 配当金の総額 １株あたり 基準日 効力発生日

種類 原資 (千円) 配当金(円)
平成19年6月15
日株主総会

普通株式 利益剰余金
３７０，７４

０
1,110.0 平成19年3月31日 平成19年6月15日

５．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　①繰延税金資産

賞与引当金 166,034 千円
貸倒引当金 220,480 千円
その他 351,533 千円
繰延税金資産合計 738,047 千円

　　　②繰延税金負債
その他有価証券評価差額 11,579 千円
その他 824 千円
繰延税金負債合計 12,403

　　　③繰延税金資産の純額 725,645 千円

６．リースにより使用する固定資産に関する注記

　貸借対照表に計上した固定資産のほか、事務機器の一部については、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用している。

７．関連当事者との取引に関する注記

法人 （千円未満切捨）
区分 会社名 議決権等の 議決権等の 関係内容 取引の内容 取引金額 科目 期末残高
親会社 ㈱クラレ － 直接　100％ 当社の親会社 商品等の販売 5,719,991 売上高 －

商品等の仕入 58,087,476 仕入高 －
－ 売掛金 1,298,009
－ 買掛金 19,679,762
－ 短期借入金 436,359

借入返済額 364,563 〃 －
短期利息の支払 365 支払利息 －

－ 長期借入金 1,500,000
資金の借入額 1,500,000 〃 －
資金の返済額 1,000,000 〃 －
長期利息の支払 18,176 支払利息 －

兄弟会社 クラレクラフレック － － 商品等の仕入 4,748,669 仕入高 －
－ 買掛金 1,412,392

８．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 32,215円 16銭

１株当たり当期純利益 3,692円 31銭

平成１８年６月２３日
定時株主総会

決 議
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